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議会ライブ中継録画映像
スマホでも本会議の動画が視聴できます▶

選挙管理委員会出前講座と
生徒会役員選挙を実施
 （佐原中学校）

選挙管理委員会出前講座と
生徒会役員選挙を実施
 （佐原中学校）

　令和６年9月２７日（金）佐原中学校で香取市選挙
管理委員会が出前講座を実施し選挙制度をわかり
やすく説明しました。その後、生徒会役員選挙演説
会と実際の投票箱を使用して投票が実施されまし
た。Ｐ１８に佐原中学校生徒会選挙管理委員会委員
長にインタビューした記事があります。
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議案第1号　令和6年度香取市一般会計補正予算（第2号）について

議案第1号　令和6年度香取市一般会計補正予算（第2号）について　

令和6年10月から香取
市デマンド交通「かと
くる」の運行を開始

脱炭素社会の実現に向け、省エネ家電製品への買換えを
更に促進するため、省エネ家電製品買換え促進補助金
1,200万円を計上（令和6年11月8日から実施）

電話予約に加え、アプリによる予約を導入すること
で、24時間356日予約を受け付けできます。また、今
までバス停までの移動が大変だった高齢者の方々の
ドアツードアが可能となり、ラストワンマイル問題（※）

の改善ができるようになります。

交付限度額を5万円とし、240件分を積算しました。前回補助金の交付を受けた世帯の方は対象外となります。　

A

A

10月から運行を開始するデマンド交通について、
市民にPRしたいことは。

省エネ家電製品買換え促進補助金1,200万円の積算根拠は。前回補助を受けた方は、申請できるのか。　

Q

Q

香取市デマンド交通「かとくる」の車両

※ラストワンマイル問題…自宅からバス停等までの「最後の徒歩区間」の移動が困難とされる問題。
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9月定例会 審議結果　こんなことが決まりました！

3

4

5

議案第10号　香取市地域包括支援センターの運営及び職員に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

地域包括支援センターの職員配置について、柔軟な職員
配置が可能となる所要の改正を実施

職員配置は、1圏域（※）ごとの高齢者数おおむね3,000人以上から6,000人未満ごとに社会福祉士、保健師、
主任介護支援専門員の3職種が各1人となっています。このため各圏域で人材確保が困難な状況が継続され、
センターの効果的な運営に支障をきたす場合は、複数圏域の高齢者数を合算し、3職種が地域の実情に応じた
配置が可能となりました。

A

条例改正の内容は。Q

議案第3号　令和6年度香取市観光事業特別会計補正予算（第1号）について

水郷佐原あやめパーク内にアヤメやハナショウブ、カキ
ツバタの違いや特徴をわかりやすく解説するための花壇
を設置

入園者からアヤメやハナショウブ、カキツバタ
の違いや特徴に関する問合せが多いことから、
パーク内にその違いや特徴をわかりやすく解説
するための花壇を設置し、入園者の興味を深め
満足度の向上を図ります。

A

花壇の整備内容は。Q

議案第6号　香取市犯罪被害者等支援条例の制定について

犯罪被害者等の支援に関し、基本理念を定め、市の責務
及び市民等の役割を明らかにするとともに、見舞金の支
給等について必要な事項を定めるため新たに条例を制定

障害見舞金を10万円、遺族見舞金を30万円と規定しています。A

見舞金の規定額は。Q

水郷佐原あやめパーク

※圏域… 香取市では、佐原・栗源地区を1圏域、小見川・山田地区を1圏域としてそれぞれに地域包括支援センターを設置してい
ます。
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お金の使い道を審査しました！
　市長は、監査委員がチェックした令和5年度決算を議会の審査を受け期日までに議会の認定を受けなければなりま
せん。審査の結果は、全ての決算が認定されました。

決算審査特別委員会

予防接種事業で、HPVワクチン「キャッチアップ接種」の対象者数と接種率は。

令和6年4月1日現在のキャッチアップ対象人数は2,828人で、このうちHPVワクチンを3回接種し完了した
人数は826人でした。接種率は29.2％になります。

A

Q

HPVワクチン
「キャッチアップ接種」の接種率は29.2％

決算審査

1

令和5年度決算をチェック

　最終的な予算現額は、前年度から
の繰越分を含め、404億3,712万
1,130円となり、うち歳入決算額は
388億7,346万4,341円で、令和4
年度決算より11億8,250万6,124
円、2.95％の減、歳出決算額は365
億4,676万9,620円で、同様に4億
6,459万3,948円、1.26％の減で
した。
　歳入歳出差引額は23億2,669万4,721円で、そのうち翌年度へ繰り越した事業の財源、1億5,643
万5,463円を差し引いた実質収支額は、21億7,025万9,258円の黒字でした。この黒字額のうち10億
9,000万円は、令和6年度へ繰り越さず、地方自治法第233条の2の規定により、財政調整基金へ積み立
てています。

　特別会計の実質収支は、いずれも黒字又は収支均衡の決算でした。国民健康保険事業特別会計は一般
会計と同様、実質収支額の一部を翌年度へ繰り越さず、財政調整基金へ積み立てています。公営企業会計
の収益的収支は、いずれも黒字でした。

特別会計（国民健康保険事業・介護保険事業・観光事業・土地取得事業・後期高齢者医療事業・太陽光発
電事業・病院事業債管理）／ 公営企業会計（水道事業・簡易水道事業・公共下水道事業・農業集落排水
事業）

令和５年度決算の概要
一般会計

決算審査特別委員会
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決算審査特別委員会

学校給食センター事業で、令和7年度以降の食材高騰に
対する補助は。

令和6年度当初予算で物価高騰対策として給食材料費を
15％増額計上し、増額分を国の交付金を活用して市が
支援することで、保護者への負担を増やすことなく対応
しています。しかし、主食の米をはじめ食材価格がさら
に高騰していることから、今後の食材価格の動向を踏ま
え、令和7年度予算編成で所要額を計上したいと考えて
います。

A

Q

物価高騰対策で、
学校給食材料費の保護者負担分を市が支援

決算審査

3

決算審査

4

小野川右岸道路美装化

学校給食

「街なみ環境整備事業」の工事請負費の内容は。今
後の予定は。

佐原の町並みの道路の美装化工事に係るもの
で、小野川右岸の山野病院前から正上前までの約
283mの区間について、歴史的風致に調和した意
匠となるよう、石張り風のストリートプリントな
どの加工を施しました。今後は、正上前から忠敬
橋までの区間について、令和6年度発注予定です。
実施時期は、千葉県が県道佐原山田線の電線共同
溝整備工事を実施しているため、調整しながら、
できるだけ早期の実施を目指しています。

A

Q

佐原の町並みの
小野川右岸の道路美装化工事を実施

能登半島地震を受けて、耐震性貯水槽の設置場所
と管理状況は。

耐震性貯水槽は、市役所、新島中学校、小見川市民
センター、旧府馬小学校、栗源消防分遣所の5か
所に設置しています。令和6年8月9日には防災
担当職員による緊急点検を実施したほか、年1回
点検を実施しています。

A

Q

耐震性貯水槽は
市内5か所に設置

決算審査

2

耐震性貯水槽（香取市役所）
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○
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議案
番号 議　　案　　名

審
議
結
果

議案第１号
（総務政策） 令和6年度香取市一般会計補正予算（第2号） 可決

議案第２号
（福祉教育） 令和6年度香取市介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第３号
（生活経済建設） 令和6年度香取市観光事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第４号
（生活経済建設） 令和6年度香取市太陽光発電事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第５号
（生活経済建設） 令和6年度香取市水道事業会計補正予算（第1号） 可決

議案第６号
（生活経済建設） 香取市犯罪被害者等支援条例の制定について 可決

議案第７号
（総務政策） 香取市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第８号
（生活経済建設） 香取市中小企業資金条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第９号
（生活経済建設） 香取市観光船運送条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第10号
(福祉教育）

香取市地域包括支援センターの運営及び職員に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 可決

議案第11号
(福祉教育）

香取市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利
用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第12号
(総務政策） 千葉県後期高齢者医療広域連合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について 可決

諮問第１号
（　―　） 人権擁護委員の候補者の推薦について（香取市　八木　秀子氏） 適任者と

決定
諮問第２号
（　―　） 人権擁護委員の候補者の推薦について（香取市　畔栁　智彰氏） 適任者と

決定
認定第１号
（決算審査） 令和5年度香取市一般会計歳入歳出決算 認定

認定第２号
（決算審査） 令和5年度香取市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 認定

認定第３号
（決算審査） 令和5年度香取市介護保険事業特別会計歳入歳出決算 認定

認定第４号
（決算審査） 令和5年度香取市観光事業特別会計歳入歳出決算 認定

認定第５号
（決算審査） 令和5年度香取市土地取得事業特別会計歳入歳出決算 認定

認定第６号
（決算審査） 令和5年度香取市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 認定

認定第７号
（決算審査） 令和5年度香取市太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算 認定

認定第８号
（決算審査） 令和5年度香取市病院事業債管理特別会計歳入歳出決算 認定

認定第９号
（決算審査） 令和5年度香取市水道事業会計決算 認定

認定第10号
（決算審査） 令和5年度香取市簡易水道事業会計決算 認定

認定第11号
（決算審査） 令和5年度香取市公共下水道事業会計決算 認定

認定第12号
（決算審査） 令和5年度香取市農業集落排水事業会計決算 認定

陳情第７号
（総務政策） 「政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情書」採択に関する陳情 採択

※　議長（河野節子議員）は、採決に加わりません。　議案番号下の（　　）は、審査を付託した委員会名です。　〇：賛成　　×：反対　　欠：欠席

9月定例会　議案および採決結果概要
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QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

Q
津
宮
地
区
の
約

津
宮
地
区
の
約
2121
％
は
自
家
井
戸
を
飲
料
水

％
は
自
家
井
戸
を
飲
料
水

で
使
用
し
て
い
ま
す
。自
主
防
災
会
は
停
電

で
使
用
し
て
い
ま
す
。自
主
防
災
会
は
停
電

時
に
発
電
機
で
の
飲
料
水
の
確
保
を
考
え
て
い
ま
す
。

時
に
発
電
機
で
の
飲
料
水
の
確
保
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
ど
う
思
う
か
。ま
た
、市
管
理
の

こ
の
取
り
組
み
を
ど
う
思
う
か
。ま
た
、市
管
理
の

発
電
機
の
貸
し
出
し
は
。

発
電
機
の
貸
し
出
し
は
。

A
災
害
対
応
に
お
い
て
、飲
料
水
等
の
確
保
は

災
害
対
応
に
お
い
て
、飲
料
水
等
の
確
保
は

大
変
重
要
で
す
。津
宮
地
区
の
取
り
組
み
は

大
変
重
要
で
す
。津
宮
地
区
の
取
り
組
み
は

大
変
有
意
義
で
あ
り
、ま
さ
し
く
防
災
対
応
の「
共

大
変
有
意
義
で
あ
り
、ま
さ
し
く
防
災
対
応
の「
共

助
」の
見
本
と
考
え
て
い
ま
す
。発
電
機
は
、計

助
」の
見
本
と
考
え
て
い
ま
す
。発
電
機
は
、計
5959
台

を
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、主
に
各
避
難
所
や
医
療
的

を
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、主
に
各
避
難
所
や
医
療
的

ケ
ア
等
の
常
時
電
源
が
必
要
な
方
の
利
用
を
想
定
し

ケ
ア
等
の
常
時
電
源
が
必
要
な
方
の
利
用
を
想
定
し

て
い
ま
す
の
で
、貸
し
出
し
は
、津
宮
地
区
と
香
取

て
い
ま
す
の
で
、貸
し
出
し
は
、津
宮
地
区
と
香
取

中
学
校
の
避
難
所
運
営
協
議
会
で
の
検
討
と
調
整
を

中
学
校
の
避
難
所
運
営
協
議
会
で
の
検
討
と
調
整
を

考
え
て
い
ま
す
。

考
え
て
い
ま
す
。

災
害
弱
者
へ
の
支
援
を

Q
津
宮
社
協
で
は
４
回
目
の
防
災
台
帳
調
査
を

津
宮
社
協
で
は
４
回
目
の
防
災
台
帳
調
査
を

実
施
し
た
が
一
旦
中
止
。今
後
は
市
か
ら
の

実
施
し
た
が
一
旦
中
止
。今
後
は
市
か
ら
の

情
報
提
供
で
の
活
動
を
考
え
て
い
る
。ど
こ
ま
で
情

情
報
提
供
で
の
活
動
を
考
え
て
い
る
。ど
こ
ま
で
情

報
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
か
。

報
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
か
。

大
規
模
災
害
時
の
対
応
は

Q
自
主
防
災
会
は
香
取
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
自
家

自
主
防
災
会
は
香
取
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
自
家

用
車
で
の
避
難
を
計
画
し
た
が
、市
関
係
者

用
車
で
の
避
難
を
計
画
し
た
が
、市
関
係
者

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
遊
水
地
と
説
明
し
た
。自
家
用
車

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
遊
水
地
と
説
明
し
た
。自
家
用
車

避
難
は
で
き
な
い
の
か
。

避
難
は
で
き
な
い
の
か
。

A
香
取
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、大
雨
時
の
流
末

香
取
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、大
雨
時
の
流
末

水
路
な
ど
へ
の
被
害
軽
減
の
た
め
一
時
的
な

水
路
な
ど
へ
の
被
害
軽
減
の
た
め
一
時
的
な

雨
水
の
貯
留
機
能
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。当
該
学
校

雨
水
の
貯
留
機
能
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。当
該
学
校

の
避
難
所
運
営
時
に
は
、災
害
の
種
類
や
降
雨
状
況
を

の
避
難
所
運
営
時
に
は
、災
害
の
種
類
や
降
雨
状
況
を

考
慮
し
た
対
応
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、引
き
続

考
慮
し
た
対
応
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、引
き
続

き
、避
難
所
施
設
の
特
性
に
応
じ
た
避
難
行
動
や
避
難

き
、避
難
所
施
設
の
特
性
に
応
じ
た
避
難
行
動
や
避
難

所
運
営
を
、地
域
の
皆
様
と
予
め
構
築
で
き
る
よ
う
積

所
運
営
を
、地
域
の
皆
様
と
予
め
構
築
で
き
る
よ
う
積

極
的
な
意
見
交
換
や
防
災
訓
練
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

極
的
な
意
見
交
換
や
防
災
訓
練
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

Q
香
取
中
施
設
整
備
は
、周
辺
地
域
へ
の
排
水

香
取
中
施
設
整
備
は
、周
辺
地
域
へ
の
排
水

条
件
と
し
て
設
計
整
備
さ
れ
た
が
、グ
ラ
ウ

条
件
と
し
て
設
計
整
備
さ
れ
た
が
、グ
ラ
ウ

ン
ド
を
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
考
え
な
か
っ
た
か
。

ン
ド
を
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
考
え
な
か
っ
た
か
。

A
施
設
建
設
か
ら

施
設
建
設
か
ら
2020
年
以
上
経
過
し
て
い
る
た

年
以
上
経
過
し
て
い
る
た

め
、現
時
点
で
は
詳
し
い
経
緯
は
確
認
で
き

め
、現
時
点
で
は
詳
し
い
経
緯
は
確
認
で
き

て
い
ま
せ
ん
。今
後
、資
料
等
の
確
認
を
し
ま
す
。

て
い
ま
せ
ん
。今
後
、資
料
等
の
確
認
を
し
ま
す
。

A
災
害
時
の
避
難
支
援
体
制
の
構
築
を
円
滑
に

災
害
時
の
避
難
支
援
体
制
の
構
築
を
円
滑
に

行
う
た
め
、避
難
支
援
等
の
活
動
に
取
り
組

行
う
た
め
、避
難
支
援
等
の
活
動
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
地
区
社
協
に
は
、申
請
に
よ
り
、同
意

ま
れ
て
い
る
地
区
社
協
に
は
、申
請
に
よ
り
、同
意

を
得
た
分
の「
香
取
市
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」を

を
得
た
分
の「
香
取
市
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」を

提
供
い
た
し
ま
す
。

提
供
い
た
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は

Q
平
成
平
成
2626
年
当
時
、毎
年
赤
字
決
算
で
給
料
支

年
当
時
、毎
年
赤
字
決
算
で
給
料
支

払
い
が
１
か
月
遅
れ
た
こ
と
も
あ
り
、職
員

払
い
が
１
か
月
遅
れ
た
こ
と
も
あ
り
、職
員

の
給
与
・
賞
与
の
減
額
も
検
討
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

の
給
与
・
賞
与
の
減
額
も
検
討
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

現
在
の
状
況
は
。

現
在
の
状
況
は
。

A
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
確
認
し
た
と
こ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
確
認
し
た
と
こ

ろ
、会
員
へ
の
配
分
金
や
職
員
の
給
与
等
は
、

ろ
、会
員
へ
の
配
分
金
や
職
員
の
給
与
等
は
、

遅
延
等
無
く
適
切
な
時
期
に
支
払
っ
て
い
る
と
の
こ

遅
延
等
無
く
適
切
な
時
期
に
支
払
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

と
で
し
た
。

Q
約
３
年
間
に
依
頼
し
て
い
な
い
生
垣
や
立
木

約
３
年
間
に
依
頼
し
て
い
な
い
生
垣
や
立
木

を
２
回
も
伐
採
さ
れ
た
方
が
い
た
。過
去
３

を
２
回
も
伐
採
さ
れ
た
方
が
い
た
。過
去
３

年
間
で
こ
の
よ
う
な
事
案
の
発
生
は
。

年
間
で
こ
の
よ
う
な
事
案
の
発
生
は
。

A
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
確
認
し
た
と
こ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
確
認
し
た
と
こ

ろ
、令
和
６
年
５
月
の
案
件
の
ほ
か
、山
田

ろ
、令
和
６
年
５
月
の
案
件
の
ほ
か
、山
田

地
区
で
１
件
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。再
発
防
止
の

地
区
で
１
件
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。再
発
防
止
の

た
め
、植
木
の
選
定
等
は
、前
日
に
連
絡
し
、現
地
で

た
め
、植
木
の
選
定
等
は
、前
日
に
連
絡
し
、現
地
で

立
ち
合
い
の
上
作
業
を
開
始
す
る
よ
う
に
改
め
て
周

立
ち
合
い
の
上
作
業
を
開
始
す
る
よ
う
に
改
め
て
周

知
徹
底
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

知
徹
底
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

久
く

保
ぼ

木
き

 清
せい

司
じ

議員

大
規
模
災
害
対
策
で

災
害
弱
者
支
援
を

シ
ル
バ
ー
人
材
の
運
営
は
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QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

Q
こ
の
こ
の
1010
年
間
で
、商
店
街（
商
店
数
）は
ど
の

年
間
で
、商
店
街（
商
店
数
）は
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
。

よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
。

A
千
葉
県
商
店
会
名
簿
に
よ
る
と
、香
取
市
の

千
葉
県
商
店
会
名
簿
に
よ
る
と
、香
取
市
の

平
成
平
成
2828
年
1010
月
１
日
現
在
の
商
店
会
数
は

月
１
日
現
在
の
商
店
会
数
は
2323

団
体
、会
員
数
は
５
５
８
事
業
所
で
し
た
が
、令
和

団
体
、会
員
数
は
５
５
８
事
業
所
で
し
た
が
、令
和

４
年
４
月
１
日
現
在
の
商
店
会
数
は

４
年
４
月
１
日
現
在
の
商
店
会
数
は
1717
団
体
、会
員

団
体
、会
員

数
３
７
７
事
業
所
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

数
３
７
７
事
業
所
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

Q
こ
れ
ま
で
の
商
店
街
の
活
性
化
対
策
は
、ど

こ
れ
ま
で
の
商
店
街
の
活
性
化
対
策
は
、ど

の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
き
た
か
。

の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
き
た
か
。

A
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
に
行
っ
た
主

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
に
行
っ
た
主

な
事
業
と
し
て
は
、商
工
業
の
総
合
的
な
発

な
事
業
と
し
て
は
、商
工
業
の
総
合
的
な
発

展
を
図
る
た
め
、佐
原
商
工
会
議
所
及
び
香
取
市
商

展
を
図
る
た
め
、佐
原
商
工
会
議
所
及
び
香
取
市
商

工
会
に
対
し
、経
営
指
導
や
後
継
者
育
成
な
ど
の
経

工
会
に
対
し
、経
営
指
導
や
後
継
者
育
成
な
ど
の
経

費
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
た
ほ
か
、商
工
団
体
が

費
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
た
ほ
か
、商
工
団
体
が

実
施
す
る
事
業
へ
の
補
助
、空
き
店
舗
対
策
事
業
補

実
施
す
る
事
業
へ
の
補
助
、空
き
店
舗
対
策
事
業
補

助
金
や
賑
わ
い
再
生
支
援
事
業
補
助
金
な
ど
個
人
事

助
金
や
賑
わ
い
再
生
支
援
事
業
補
助
金
な
ど
個
人
事

業
主
等
に
対
す
る
各
種
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

業
主
等
に
対
す
る
各
種
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
率
50
％
の
大
規
模
な

「
地
域
振
興
基
金
券（
商
品
券
）」事
業
を

Q
商
店
街
に
買
い
物
客
を
呼
び
戻
す
た
め
に
は
、

商
店
街
に
買
い
物
客
を
呼
び
戻
す
た
め
に
は
、

「
地
域
振
興
基
金（
約

「
地
域
振
興
基
金（
約
3232
・
５
憶
円
）」の
一
部

・
５
憶
円
）」の
一
部

を
市
民
に
還
元
し
、購
買
力
を
高
め
、市
内
の
店
舗

を
市
民
に
還
元
し
、購
買
力
を
高
め
、市
内
の
店
舗

で
買
い
物
を
す
る
流
れ
を
創
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

で
買
い
物
を
す
る
流
れ
を
創
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

な
い
か
。

A
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業
の
実
施

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業
の
実
施

は
、過
去
の
実
績
か
ら
も
一
定
の
経
済
効
果

は
、過
去
の
実
績
か
ら
も
一
定
の
経
済
効
果

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、市
民
等
の
ニ
ー
ズ
を
把

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、市
民
等
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
つ
つ
、国
か
ら
の
交
付
金
等
、有
利
な
財
源
を

握
し
つ
つ
、国
か
ら
の
交
付
金
等
、有
利
な
財
源
を

活
用
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、検
討
し
た
い
と
考
え

活
用
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。な
お
、地
域
振
興
基
金
の
活
用
等
は
、条

て
い
ま
す
。な
お
、地
域
振
興
基
金
の
活
用
等
は
、条

例
の
規
定
に
則
り
、総
合
的
な
判
断
の
下
、市
民
の

例
の
規
定
に
則
り
、総
合
的
な
判
断
の
下
、市
民
の

連
帯
の
強
化
及
び
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業
の
計
画

連
帯
の
強
化
及
び
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業
の
計
画

的
な
執
行
に
対
し
、そ
の
財
源
に
充
て
て
い
き
ま
す
。

的
な
執
行
に
対
し
、そ
の
財
源
に
充
て
て
い
き
ま
す
。

重
税
感
が
最
も
強
い
国
保
税
、

未
就
学
児
は
均
等
割
免
除
を
要
望

Q
国
保
加
入
者
の
う
ち
、未
就
学
児
の
人
数
と

国
保
加
入
者
の
う
ち
、未
就
学
児
の
人
数
と

均
等
割
課
税
額（
２
分
の
１
軽
減
額
）は
ど
の

均
等
割
課
税
額（
２
分
の
１
軽
減
額
）は
ど
の

く
ら
い
か
。

く
ら
い
か
。

A
令
和
６
年
度
当
初
課
税
時
点
の
未
就
学
児
の

令
和
６
年
度
当
初
課
税
時
点
の
未
就
学
児
の

被
保
険
者
は
２
２
９
人
で
、そ
の
軽
減
額
は
、

被
保
険
者
は
２
２
９
人
で
、そ
の
軽
減
額
は
、

２
５
６
万
３
５
０
０
円
で
す
。

２
５
６
万
３
５
０
０
円
で
す
。

Q
子
ど
も
の
均
等
割
課
税
で
、県
内
の
自
治
体

子
ど
も
の
均
等
割
課
税
で
、県
内
の
自
治
体

で
独
自
軽
減
策
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
と

で
独
自
軽
減
策
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
と

そ
の
内
容
は
。

そ
の
内
容
は
。

A
千
葉
県
内

千
葉
県
内
5454
市
町
村
の
う
ち
、富
津
市
が
未
就

市
町
村
の
う
ち
、富
津
市
が
未
就

学
児
は
均
等
割
額
を
２
分
の
１
、そ
れ
以
上
で

学
児
は
均
等
割
額
を
２
分
の
１
、そ
れ
以
上
で

1818
歳
未
満
の
被
保
険
者
は
均
等
割
額
３
割
軽
減
、南
房

歳
未
満
の
被
保
険
者
は
均
等
割
額
３
割
軽
減
、南
房

総
市
と
一
宮
町
が

総
市
と
一
宮
町
が
1818
歳
未
満
の
被
保
険
者
全
て
国
の

歳
未
満
の
被
保
険
者
全
て
国
の

未
就
学
児
と
同
じ
よ
う
に
均
等
割
額
２
分
の
１
で
す
。

未
就
学
児
と
同
じ
よ
う
に
均
等
割
額
２
分
の
１
で
す
。

Q
香
取
市
も
独
自
に
未
就
学
児
の
均
等
割（
２

香
取
市
も
独
自
に
未
就
学
児
の
均
等
割（
２

分
の
１
の
額
）約
２
５
６
万
円
を
免
除
す
る

分
の
１
の
額
）約
２
５
６
万
円
を
免
除
す
る

施
策
を
講
じ
て
欲
し
い
。香
取
市
の
考
え
は
。

施
策
を
講
じ
て
欲
し
い
。香
取
市
の
考
え
は
。

A
未
就
学
児
の
軽
減
は
、令
和
４
年
度
か
ら
実

未
就
学
児
の
軽
減
は
、令
和
４
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。国
の
通
知
で
は
、未
就
学
児

施
し
て
い
ま
す
。国
の
通
知
で
は
、未
就
学
児

の
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
２
割
と
な
っ
て
い
る

の
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
２
割
と
な
っ
て
い
る

こ
と
や
所
得
の
低
い
方
に
も
一
定
割
合
負
担
が
あ
る

こ
と
や
所
得
の
低
い
方
に
も
一
定
割
合
負
担
が
あ
る

こ
と
等
を
考
慮
し
て
、未
就
学
児
の
軽
減
措
置
を
導

こ
と
等
を
考
慮
し
て
、未
就
学
児
の
軽
減
措
置
を
導

入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
、国
か
ら
の
特

入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
、国
か
ら
の
特

段
の
考
え
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、香
取
市
と
し

段
の
考
え
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、香
取
市
と
し

て
は
、引
き
続
き
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

て
は
、引
き
続
き
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

根
ね

本
もと

 義
よし

郎
ろう

議員

大
規
模
な
資
金
投
入
で

市
民
の
購
買
力
を
高
め

商
店
街
の
活
性
化
を

10人の議員が一般質問

かとり市議会だより No.759



QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

Q
市
長
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
後
援
会
に
寄
付

市
長
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
後
援
会
に
寄
付

す
る
と
税
控
除
の
対
象
と
な
り
税
金
の
還
付

す
る
と
税
控
除
の
対
象
と
な
り
税
金
の
還
付

を
受
け
ら
れ
る
と
あ
っ
た
。こ
の
制
度
は
市
長
選
挙

を
受
け
ら
れ
る
と
あ
っ
た
。こ
の
制
度
は
市
長
選
挙

が
対
象
外
で
、嘘
を
書
い
て
寄
附
を
誘
導
し
た
と
も

が
対
象
外
で
、嘘
を
書
い
て
寄
附
を
誘
導
し
た
と
も

捉
え
ら
れ
か
ね
な
い
が
、見
解
は
。

捉
え
ら
れ
か
ね
な
い
が
、見
解
は
。

A
そ
の
ル
ー
ル
の
把
握
は
記
憶
が
曖
昧
な
の
で
、

そ
の
ル
ー
ル
の
把
握
は
記
憶
が
曖
昧
な
の
で
、

今
後
精
査
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
精
査
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
選
挙
中
の
寄
附
は
、

選
挙
中
の
寄
附
は
、1
万
1
円
以
上
の
寄
附

円
以
上
の
寄
附

を
受
け
る
と
収
支
報
告
書
に
寄
付
者
の
氏
名

を
受
け
る
と
収
支
報
告
書
に
寄
付
者
の
氏
名

等
の
記
載
が
必
要
。前
回
市
長
選
挙
で
は
計

等
の
記
載
が
必
要
。前
回
市
長
選
挙
で
は
計
2
1
2

万
円
の
寄
附
が
あ
っ
た
が
、件
数
は

万
円
の
寄
附
が
あ
っ
た
が
、件
数
は
2
1
3

2
1
3
件
で
件
で
1

万
1
円
以
上
の
寄
附
し
た
方
は
い
な
い
こ
と
に
な
っ

円
以
上
の
寄
附
し
た
方
は
い
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。本
当
に
い
な
か
っ
た
の
か
。

て
い
る
。本
当
に
い
な
か
っ
た
の
か
。

A
手
元
に
資
料
が
な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

手
元
に
資
料
が
な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
精
査
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
精
査
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
市
長
の
選
挙
の
収
支
報
告
書
に
は
茶
菓
代
、

市
長
の
選
挙
の
収
支
報
告
書
に
は
茶
菓
代
、

弁
当
代
、備
品
消
耗
品
費
等
は
ま
っ
た
く
記

弁
当
代
、備
品
消
耗
品
費
等
は
ま
っ
た
く
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。支
出
は
な
か
っ
た
の
か
。

載
さ
れ
て
い
な
い
。支
出
は
な
か
っ
た
の
か
。

A
こ
れ
も
担
当
者
と
や
っ
て
い
ま
す
が
、既
に

こ
れ
も
担
当
者
と
や
っ
て
い
ま
す
が
、既
に

あ
る
も
の
を
使
っ
た
こ
と
も
あ
り
得
る
か
な

あ
る
も
の
を
使
っ
た
こ
と
も
あ
り
得
る
か
な

と
も
思
い
ま
す
。

と
も
思
い
ま
す
。

Q
市
長
選
挙
の
頃
に
は
伊
藤
友
則
後
援
会
で

市
長
選
挙
の
頃
に
は
伊
藤
友
則
後
援
会
で

F
a
c
e
b
o
o
k
の
有
料
広
告
を
掲
載

の
有
料
広
告
を
掲
載

し
て
い
た
と
思
う
が
、見
解
は
。

し
て
い
た
と
思
う
が
、見
解
は
。

A
そ
れ
は
記
憶
が
な
い
の
で
、今
後
、精
査
し

そ
れ
は
記
憶
が
な
い
の
で
、今
後
、精
査
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。私
の
記
憶
で
は
、

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。私
の
記
憶
で
は
、

自
分
自
身
が
タ
ッ
チ
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
、

自
分
自
身
が
タ
ッ
チ
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
、

記
憶
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

記
憶
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

市
民
と
と
も
に
脱
炭
素
化
の
推
進
を

Q
省
エ
ネ
家
電
製
品
買
換
え
促
進
補
助
金
の
事

省
エ
ネ
家
電
製
品
買
換
え
促
進
補
助
金
の
事

業
目
的
と
概
要
は
。

業
目
的
と
概
要
は
。

A
香
取
市
は
、令
和

香
取
市
は
、令
和
6
年
3
月
に
、

月
に
、2
0
5
0

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
実
質

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
実
質

ゼ
ロ
に
す
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
い
ま

ゼ
ロ
に
す
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
い
ま

し
た
。こ
の
事
業
は
、宣
言
後
の
脱
炭
素
化
へ
の
取

し
た
。こ
の
事
業
は
、宣
言
後
の
脱
炭
素
化
へ
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、電
気
料
金
の
負
担
軽
減
及

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、電
気
料
金
の
負
担
軽
減
及

び
節
電
に
よ
る
地
域
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減

び
節
電
に
よ
る
地
域
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減

を
目
的
に
、市
民
が
家
庭
で
使
用
す
る
電
気
製
品
の

を
目
的
に
、市
民
が
家
庭
で
使
用
す
る
電
気
製
品
の

う
ち
エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、電
気
冷
蔵
庫
及
び
Ｌ
Ｅ

う
ち
エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、電
気
冷
蔵
庫
及
び
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
器
具
に
つ
い
て
、省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
換
え

Ｄ
照
明
器
具
に
つ
い
て
、省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
換
え

に
対
し
、補
助
率
を
購
入
金
額
の

に
対
し
、補
助
率
を
購
入
金
額
の
3030
％
、上
限

％
、上
限
5
万

円
と
し
て
補
助
す
る
も
の
で
す
。

円
と
し
て
補
助
す
る
も
の
で
す
。

Q
好
評
で
す
ぐ
に
受
付
終
了
し
た
が
、補
正
予
算

好
評
で
す
ぐ
に
受
付
終
了
し
た
が
、補
正
予
算

案
に
あ
る
も
の
は
前
回
と
同
様
の
補
助
金
か
。

案
に
あ
る
も
の
は
前
回
と
同
様
の
補
助
金
か
。

A
事
業
内
容
及
び
要
件
に
変
更
の
予
定
は
あ
り

事
業
内
容
及
び
要
件
に
変
更
の
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

Q
補
助
金
等
の
活
用
も
含
め
て
、今
後
の
脱
炭

補
助
金
等
の
活
用
も
含
め
て
、今
後
の
脱
炭

素
化
へ
の
取
り
組
み
は
。

素
化
へ
の
取
り
組
み
は
。

A
省
エ
ネ
家
電
製
品
買
替
え
促
進
補
助
金
の
ほ

省
エ
ネ
家
電
製
品
買
替
え
促
進
補
助
金
の
ほ

か
、以
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
一
般
家
庭
に

か
、以
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
一
般
家
庭
に

対
す
る
住
宅
用
設
備
等
脱
炭
素
化
促
進
事
業
補
助
金

対
す
る
住
宅
用
設
備
等
脱
炭
素
化
促
進
事
業
補
助
金

や
生
ご
み
容
器
等
購
入
設
置
補
助
金
な
ど
を
含
め
、

や
生
ご
み
容
器
等
購
入
設
置
補
助
金
な
ど
を
含
め
、

第
2
次
香
取
市
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
ハ
ー
ド
・

次
香
取
市
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
、様
々
な
事
業
の
展
開
を
市
民
と
一
体
と
な

ソ
フ
ト
、様
々
な
事
業
の
展
開
を
市
民
と
一
体
と
な

り
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

り
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

政
治
資
金
規
正
法
違
反
・

公
職
選
挙
法
違
反
疑
惑

に
つ
い
て
説
明
を

加
か

藤
とう

 裕
ゆう

太
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9月定例会　10人の議員が一般質問

QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

Q
市
有
財
産
で
指
定
管
理
者
に
運
営
委
託
さ
れ

市
有
財
産
で
指
定
管
理
者
に
運
営
委
託
さ
れ

て
い
る
施
設
は
。

て
い
る
施
設
は
。

A
橘
ふ
れ
あ
い
公
園
、み
ん
な
の
賑
わ
い
交
流
拠
点

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
、み
ん
な
の
賑
わ
い
交
流
拠
点

コ
ン
パ
ス
な
ど
合
計

コ
ン
パ
ス
な
ど
合
計
1414
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
道
の
駅
水
の
郷
さ
わ
ら
の
運
営
形
態
と
実
績

道
の
駅
水
の
郷
さ
わ
ら
の
運
営
形
態
と
実
績

は
。
は
。

A
国
と
香
取
市
が
共
同
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
り

国
と
香
取
市
が
共
同
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
り

整
備
し
、施
設
の
整
備
及
び
管
理
運
営
を
行

整
備
し
、施
設
の
整
備
及
び
管
理
運
営
を
行

う
指
定
管
理
者
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
佐
原
リ
バ
ー
株
式
会
社
を

う
指
定
管
理
者
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
佐
原
リ
バ
ー
株
式
会
社
を

指
定
し
て
い
ま
す
。実
績
は
、令
和
５
年
度
の
入
場

指
定
し
て
い
ま
す
。実
績
は
、令
和
５
年
度
の
入
場

者
数
約
１
１
５
万
人
、総
売
上
額
約

者
数
約
１
１
５
万
人
、総
売
上
額
約
1212
億
２
４
０
０

億
２
４
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
指
定
管
理
の
期
限
を
迎
え
る
道
の
駅
の
事
業

指
定
管
理
の
期
限
を
迎
え
る
道
の
駅
の
事
業

者
選
定
の
進
捗
は
。

者
選
定
の
進
捗
は
。

A
令
和
７
年
度
か
ら

令
和
７
年
度
か
ら
1515
年
間
を
期
間
と
し
て
、

年
間
を
期
間
と
し
て
、

次
期
指
定
管
理
者
募
集
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

次
期
指
定
管
理
者
募
集
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
募
集
し
て
い
ま
す
。Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
で
、「
佐

ザ
ル
方
式
で
募
集
し
て
い
ま
す
。Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
で
、「
佐

原
広
域
交
流
拠
点
改
修
運
営
等
事
業
」を
実
施
し
ま

原
広
域
交
流
拠
点
改
修
運
営
等
事
業
」を
実
施
し
ま

す
。
す
。1010
月
中
旬
に
選
定
委
員
会
に
よ
る
応
募
者
に
対

月
中
旬
に
選
定
委
員
会
に
よ
る
応
募
者
に
対

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、1010
月
下
旬
を
目
途
に
、

月
下
旬
を
目
途
に
、

優
先
交
渉
権
者
の
選
定
及
び
公
表
を
行
う
予
定
で
す
。

優
先
交
渉
権
者
の
選
定
及
び
公
表
を
行
う
予
定
で
す
。

Q
新
た
な
事
業
者
選
定
に
、ど
の
様
な
内
容
の

新
た
な
事
業
者
選
定
に
、ど
の
様
な
内
容
の

提
案
を
し
て
い
る
か
。

提
案
を
し
て
い
る
か
。

A
眺
望
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
計
画
の
ほ
か
、売

眺
望
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
計
画
の
ほ
か
、売

り
場
の
配
置
や
駐
車
場
の
増
設
等
の
課
題
を

り
場
の
配
置
や
駐
車
場
の
増
設
等
の
課
題
を

踏
ま
え
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
必
要
な
施
設
の
整
備

踏
ま
え
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
必
要
な
施
設
の
整
備

内
容
を
要
求
水
準
書
等
に
示
し
て
い
ま
す
。

内
容
を
要
求
水
準
書
等
に
示
し
て
い
ま
す
。

Q
あ
や
め
パ
ー
ク
の
現
状
と
今
後
の
運
営
方
法

あ
や
め
パ
ー
ク
の
現
状
と
今
後
の
運
営
方
法

は
。
は
。

A
令
和
５
年
度
の
入
場
者
数
は
５
万
９
３
４
７

令
和
５
年
度
の
入
場
者
数
は
５
万
９
３
４
７

人
で
し
た
。運
営
は
令
和
２
年
４
月
１
日
か

人
で
し
た
。運
営
は
令
和
２
年
４
月
１
日
か

ら
の
５
年
間
、水
郷
佐
原
観
光
協
会
を
指
定
管
理
者

ら
の
５
年
間
、水
郷
佐
原
観
光
協
会
を
指
定
管
理
者

と
し
て
い
ま
す
。

と
し
て
い
ま
す
。

Q
次
の
管
理
者
に
ど
の
様
な
方
向
性
を
求
め
て

次
の
管
理
者
に
ど
の
様
な
方
向
性
を
求
め
て

い
る
か
。

い
る
か
。

A
広
く
事
業
者
を
募
り
、よ
り
効
果
的
で
効
率

広
く
事
業
者
を
募
り
、よ
り
効
果
的
で
効
率

的
な
事
業
者
の
提
案
を
求
め
る
た
め
、令
和

的
な
事
業
者
の
提
案
を
求
め
る
た
め
、令
和

６
年
８
月

６
年
８
月
1616
日
か
ら
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

日
か
ら
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

募
集
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

募
集
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

Q
香
取
市
の
二
つ
の
観
光
協
会
を
統
合
で
き
な

香
取
市
の
二
つ
の
観
光
協
会
を
統
合
で
き
な

い
理
由
は
。

い
理
由
は
。

A
両
協
会
の
歴
史
的
な
背
景
や
会
費
の
違
い
な

両
協
会
の
歴
史
的
な
背
景
や
会
費
の
違
い
な

ど
、運
営
形
態
に
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

ど
、運
営
形
態
に
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、統
合
の
合
意
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

か
ら
、統
合
の
合
意
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

 

香
取
市
は
観
光
を
重
要
な
産
業
と
捉
え
て
い

香
取
市
は
観
光
を
重
要
な
産
業
と
捉
え
て
い

る
。各
指
定
管
理
さ
れ
て
い
る
施
設
で
の
誘
客
を
事

る
。各
指
定
管
理
さ
れ
て
い
る
施
設
で
の
誘
客
を
事

業
者
に
求
め
る
と
共
に
観
光
協
会
と
は
別
に
戦
略
的

業
者
に
求
め
る
と
共
に
観
光
協
会
と
は
別
に
戦
略
的

事
業
母
体
と
し
て
観
光
に
特
化
し
た
観
光
局
の
創
設

事
業
母
体
と
し
て
観
光
に
特
化
し
た
観
光
局
の
創
設

を
提
案
す
る
。

を
提
案
す
る
。

Q
令
和
７
年
度
使
用
の
中
学
教
科
書
採
択
の
経

令
和
７
年
度
使
用
の
中
学
教
科
書
採
択
の
経

緯
は
。

緯
は
。

A
教
科
書
の
選
定
は
１
市
３
町
で
構
成
す
る

教
科
書
の
選
定
は
１
市
３
町
で
構
成
す
る

「
教
科
用
図
書
香
取
採
択
地
区
協
議
会
」で

「
教
科
用
図
書
香
取
採
択
地
区
協
議
会
」で

様
々
な
視
点
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
視
点
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

Q
郷
土
の
歴
史
と
し
て
、

郷
土
の
歴
史
と
し
て
、8080
年
前
に
高
萩
上
空

年
前
に
高
萩
上
空

で
起
き
た
Ｂ

で
起
き
た
Ｂ
2929
へ
体
当
た
り
特
攻
し
た
事
件

へ
体
当
た
り
特
攻
し
た
事
件

を
知
っ
て
い
る
か
。

を
知
っ
て
い
る
か
。

A
栗
源
百
年
史
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
覚

栗
源
百
年
史
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

Q
小
中
学
校
の
学
習
環
境
整
備
で
現
場
か
ら
上

小
中
学
校
の
学
習
環
境
整
備
で
現
場
か
ら
上

が
っ
て
き
た
ら
十
分
な
対
応
を
お
願
い
し
た

が
っ
て
き
た
ら
十
分
な
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。
い
。A

各
学
校
の
要
望
の
す
べ
て
に
迅
速
に
対
応
す

各
学
校
の
要
望
の
す
べ
て
に
迅
速
に
対
応
す

る
の
は
難
し
い
状
況
で
す
が
、予
算
の
中
で
、

る
の
は
難
し
い
状
況
で
す
が
、予
算
の
中
で
、

優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
、順
次
対
応
し
て
い
ま
す
。

優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
、順
次
対
応
し
て
い
ま
す
。

意
見
意
見

香
取
市
の
観
光
事
業

活
性
化
政
策
打
ち
出
す
た
め
に

伊
い

能
のう
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QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

Q
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
の
実

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
の
実

績
と
効
果
は
。

績
と
効
果
は
。

A
令
和
５
年

令
和
５
年
1111
月
実
施
の
第
１
弾
は

月
実
施
の
第
１
弾
は
2020
％
、令
％
、令

和
６
年
２
月
実
施
の
第
２
弾
は

和
６
年
２
月
実
施
の
第
２
弾
は
3030
％
の
還
元

％
の
還
元

率
で
実
施
し
ま
し
た
。還
元
額
合
計
は
、５
０
４
８

率
で
実
施
し
ま
し
た
。還
元
額
合
計
は
、５
０
４
８

万
４
２
２
円
で
、対
象
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
利
用
し

万
４
２
２
円
で
、対
象
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
利
用
し

た
決
済
額
は
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
直
前
の
同
期
間

た
決
済
額
は
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
直
前
の
同
期
間

と
比
較
し
最
大
で
６
９
１
％
の
伸
び
を
示
し
、市
内

と
比
較
し
最
大
で
６
９
１
％
の
伸
び
を
示
し
、市
内

で
の
消
費
拡
大
に
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て

で
の
消
費
拡
大
に
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

Q
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
実
績
と
効
果

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
実
績
と
効
果

は
。
は
。

A
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
発
行
事
業
に
よ
る
消
費
額
は

品
券
発
行
事
業
に
よ
る
消
費
額
は
1111
億
９
４

億
９
４

２
万
８
千
円
で
、地
域
に
お
け
る
経
済
効
果
が
一
定

２
万
８
千
円
で
、地
域
に
お
け
る
経
済
効
果
が
一
定

程
度
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

程
度
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、経
済
対
策
を
行
う

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、経
済
対
策
を
行
う

計
画
が
あ
る
の
か
。

計
画
が
あ
る
の
か
。

A
今
後
、市
民
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、国
か

今
後
、市
民
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、国
か

ら
の
交
付
金
等
、有
利
な
財
源
が
活
用
で
き

ら
の
交
付
金
等
、有
利
な
財
源
が
活
用
で
き

れ
ば
、実
施
の
検
討
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

れ
ば
、実
施
の
検
討
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
医
療
の
重
要
性

Q
災
害
時
に
お
け
る
医
療
活
動
等
の
体
制
は
。

災
害
時
に
お
け
る
医
療
活
動
等
の
体
制
は
。

A
地
域
防
災
計
画
で
は
、重
傷
者
へ
の
対
応
を

地
域
防
災
計
画
で
は
、重
傷
者
へ
の
対
応
を

優
先
す
る
こ
と
な
ど
、大
規
模
災
害
時
に
、

優
先
す
る
こ
と
な
ど
、大
規
模
災
害
時
に
、

香
取
市
が
行
う
救
助
・
救
急
活
動
の
原
則
を
明
記
し

香
取
市
が
行
う
救
助
・
救
急
活
動
の
原
則
を
明
記
し

て
い
る
ほ
か
、市
、県
、消
防
本
部
、医
師
会
等
が
相

て
い
る
ほ
か
、市
、県
、消
防
本
部
、医
師
会
等
が
相

互
に
連
携
し
、医
療
救
護
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
と

互
に
連
携
し
、医
療
救
護
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

Q
医
療
施
設
や
薬
局
と
の
連
携
強
化
に
向
け
た

医
療
施
設
や
薬
局
と
の
連
携
強
化
に
向
け
た

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

A
香
取
保
健
所
が
設
置
し
た
香
取
保
健
所
管
内

香
取
保
健
所
が
設
置
し
た
香
取
保
健
所
管
内

市
町
と
地
域
の
医
師
会
・
薬
剤
師
会
等
の
医

市
町
と
地
域
の
医
師
会
・
薬
剤
師
会
等
の
医

療
関
係
者
な
ど
で
構
成
す
る「
香
取
地
域
災
害
医
療

療
関
係
者
な
ど
で
構
成
す
る「
香
取
地
域
災
害
医
療

対
策
会
議
」で
平
成

対
策
会
議
」で
平
成
2828
年
３
月
に
制
定
さ
れ
た「
香
取

年
３
月
に
制
定
さ
れ
た「
香
取

地
域
災
害
医
療
実
働
マ
ニ
ュ
ア
ル
」で
は
、災
害
発

地
域
災
害
医
療
実
働
マ
ニ
ュ
ア
ル
」で
は
、災
害
発

生
時
に
、迅
速
な
医
療
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、香

生
時
に
、迅
速
な
医
療
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、香

取
地
域
合
同
救
護
本
部
の
設
置
や
関
係
機
関
の
具
体

取
地
域
合
同
救
護
本
部
の
設
置
や
関
係
機
関
の
具
体

的
な
役
割
や
連
携
内
容
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

的
な
役
割
や
連
携
内
容
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
削
減
の
取
り
組
み
は

Q
香
取
市
の
取
り
組
み
を
具
体
的
に
。

香
取
市
の
取
り
組
み
を
具
体
的
に
。

A
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
特
定
健
康
診
査

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
特
定
健
康
診
査

及
び
特
定
保
健
指
導
や
、そ
の
健
診
結
果
か

及
び
特
定
保
健
指
導
や
、そ
の
健
診
結
果
か

ら
重
症
化
予
防
の
た
め
の
腎
臓
予
防
教
室
な
ど
を
実

ら
重
症
化
予
防
の
た
め
の
腎
臓
予
防
教
室
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

普
及
啓
発
で
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー

普
及
啓
発
で
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー

ル
」の
配
付
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替

ル
」の
配
付
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替

え
で
薬
代
の
負
担
が
減
る
被
保
険
者
に
差
額
通
知
を

え
で
薬
代
の
負
担
が
減
る
被
保
険
者
に
差
額
通
知
を

年
２
回
送
付
し
、医
療
費
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

年
２
回
送
付
し
、医
療
費
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
す
。

Q
節
薬
バ
ッ
グ
の
成
果
と
今
後
は
。

節
薬
バ
ッ
グ
の
成
果
と
今
後
は
。

A
節
薬
バ
ッ
グ
は
、処
方
通
り
に
内
服
す
る
こ

節
薬
バ
ッ
グ
は
、処
方
通
り
に
内
服
す
る
こ

と
へ
の
意
識
づ
け
や
残
薬
に
つ
い
て
声
が
け

と
へ
の
意
識
づ
け
や
残
薬
に
つ
い
て
声
が
け

の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。今
後

の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。今
後

も
切
れ
目
な
い
在
宅
医
療
と
介
護
の
提
供
体
制
を
構

も
切
れ
目
な
い
在
宅
医
療
と
介
護
の
提
供
体
制
を
構

築
し
、高
齢
者
等
へ
の
正
し
い
服
薬
管
理
の
啓
発
も

築
し
、高
齢
者
等
へ
の
正
し
い
服
薬
管
理
の
啓
発
も

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
節
薬
バ
ッ
グ
…
余
っ
た
薬
を
薬
局
に
持
参
し
て
も

※
節
薬
バ
ッ
グ
…
余
っ
た
薬
を
薬
局
に
持
参
し
て
も

ら
う
た
め
の
エ
コ
バ
ッ
グ

ら
う
た
め
の
エ
コ
バ
ッ
グ

物
価
高
騰
に
対
し
、

香
取
市
独
自
の
支
援
策
を

藤
ふじ

木
き

 裕
ひろ

士
のり

議員
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9月定例会　10人の議員が一般質問

QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

Q
香
取
市
か
ら
千
葉
交
通
が
撤
退
す
る
理
由

香
取
市
か
ら
千
葉
交
通
が
撤
退
す
る
理
由

は
。
は
。

A
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

に
よ
る
生
活
様
式
の
変
化
や
交
通
事
業
者
の

に
よ
る
生
活
様
式
の
変
化
や
交
通
事
業
者
の

運
転
手
不
足
の
影
響
が
路
線
バ
ス
の
減
便
と
い
う
形

運
転
手
不
足
の
影
響
が
路
線
バ
ス
の
減
便
と
い
う
形

で
顕
在
化
し
、令
和
６
年
４
月
の
労
働
基
準
法
の
一

で
顕
在
化
し
、令
和
６
年
４
月
の
労
働
基
準
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
運
送
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
が
実

部
改
正
に
伴
う
運
送
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
が
実

施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、さ
ら
に
現
在
の
公
共
交
通
体

施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、さ
ら
に
現
在
の
公
共
交
通
体

系
の
維
持
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

系
の
維
持
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
路
線
バ
ス
・
代
替
バ
ス
・
循
環
バ
ス
に
代
わ
る

路
線
バ
ス
・
代
替
バ
ス
・
循
環
バ
ス
に
代
わ
る

移
動
手
段
は
ど
う
な
る
の
か
。

移
動
手
段
は
ど
う
な
る
の
か
。

A
公
共
交
通
の
課
題
や
変
化
に
対
応
し
、市
民

公
共
交
通
の
課
題
や
変
化
に
対
応
し
、市
民

の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

公
共
交
通
拠
点
と
各
地
域
の
連
携
強
化
に
よ
る
利
便

公
共
交
通
拠
点
と
各
地
域
の
連
携
強
化
に
よ
る
利
便

性
の
高
い
公
共
交
通
網
の
構
築
を
基
本
理
念
と
し
た

性
の
高
い
公
共
交
通
網
の
構
築
を
基
本
理
念
と
し
た

「
香
取
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」を
令
和
６
年
３
月
に

「
香
取
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」を
令
和
６
年
３
月
に

策
定
し
、計
画
に
基
づ
き
公
共
交
通
の
再
編
に
取
り

策
定
し
、計
画
に
基
づ
き
公
共
交
通
の
再
編
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。令
和
６
年

組
ん
で
い
ま
す
。令
和
６
年
1010
月
の
公
共
交
通
の
再

月
の
公
共
交
通
の
再

編
で
は
、廃
止
と
な
る
路
線
を
ワ
ゴ
ン
車
を
使
用
し

編
で
は
、廃
止
と
な
る
路
線
を
ワ
ゴ
ン
車
を
使
用
し

て
代
替
す
る
こ
と
に
よ
り
、移
動
の
足
を
確
保
し
ま

て
代
替
す
る
こ
と
に
よ
り
、移
動
の
足
を
確
保
し
ま

す
。
す
。

香
取
市
全
域
で

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
実
施
を

Q
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
予
約
に
よ
り
移
動
で

自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
予
約
に
よ
り
移
動
で

き
る
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
実
施
地
区
は
。

き
る
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
実
施
地
区
は
。

A
山
田
地
区
、栗
源
地
区
、佐
原
の
一
部
地
区

山
田
地
区
、栗
源
地
区
、佐
原
の
一
部
地
区

で
自
宅
周
辺
か
ら
目
的
地
ま
で
乗
降
で
き
る

で
自
宅
周
辺
か
ら
目
的
地
ま
で
乗
降
で
き
る

デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
を
開
始
し
、市
内
の
移
動
の

デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
を
開
始
し
、市
内
の
移
動
の

し
や
す
さ
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

し
や
す
さ
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

Q
香
取
市
全
域
を
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
が
実
施

香
取
市
全
域
を
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
が
実
施

で
き
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

で
き
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

A
今
回
の
公
共
交
通
の
再
編
は
、大
き
な
変
更

今
回
の
公
共
交
通
の
再
編
は
、大
き
な
変
更

を
伴
う
も
の
で
あ
り
、交
通
事
業
者
と
の
調

を
伴
う
も
の
で
あ
り
、交
通
事
業
者
と
の
調

整
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

整
が
必
要
で
あ
る
た
め
、1010
月
１
日
か
ら
の
運
行
状

月
１
日
か
ら
の
運
行
状

況
を
見
て
、い
ろ
い
ろ
と
課
題
も
整
理
し
な
が
ら
検

況
を
見
て
、い
ろ
い
ろ
と
課
題
も
整
理
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
現
在
の
香
取
市
高
齢
者
事
業（
高
齢
者
タ
ク

現
在
の
香
取
市
高
齢
者
事
業（
高
齢
者
タ
ク

シ
ー
券
）の
対
象
は
。

シ
ー
券
）の
対
象
は
。

A
香
取
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
で
は
、高
齢
者

香
取
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
で
は
、高
齢
者

と
障
が
い
者
と
両
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

と
障
が
い
者
と
両
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

Q
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
エ
リ
ア
外
の
高
齢
者
と

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
エ
リ
ア
外
の
高
齢
者
と

高
校
生
に
は
足
が
必
要
な
の
で
、福
祉
タ
ク

高
校
生
に
は
足
が
必
要
な
の
で
、福
祉
タ
ク

シ
ー
事
業
と
し
て
、タ
ク
シ
ー
券
等
の
補
助
を
し
て
、

シ
ー
事
業
と
し
て
、タ
ク
シ
ー
券
等
の
補
助
を
し
て
、

公
平
性
を
保
っ
て
は
ど
う
か
。

公
平
性
を
保
っ
て
は
ど
う
か
。

A
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、新
た
な

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、新
た
な

デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
状
況
も
踏
ま
え
な
が

デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
状
況
も
踏
ま
え
な
が

ら
。今
後
の
事
業
内
容
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ら
。今
後
の
事
業
内
容
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
す
。

 

自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
移
動
で
き
る
乗
り
合

自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
移
動
で
き
る
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
導
入
の
公
共
交
通
計
画
を
バ
ス
事
業
者

い
タ
ク
シ
ー
導
入
の
公
共
交
通
計
画
を
バ
ス
事
業
者

や
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
遠
慮
し
て
作
っ
て
こ
な
か
っ

や
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
遠
慮
し
て
作
っ
て
こ
な
か
っ

た
責
任
が
あ
る
。公
共
交
通
空
白
地
区
、新
た
に
空

た
責
任
が
あ
る
。公
共
交
通
空
白
地
区
、新
た
に
空

白
地
区
に
な
る
地
域
住
民
の
た
め
の
タ
ク
シ
ー
券
の

白
地
区
に
な
る
地
域
住
民
の
た
め
の
タ
ク
シ
ー
券
の

発
行
増
額
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。さ
ら
に
タ
ク
シ

発
行
増
額
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。さ
ら
に
タ
ク
シ

ー
事
業
者
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
の
な
ら
、他
の
観

ー
事
業
者
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
の
な
ら
、他
の
観

光
バ
ス
事
業
者
等
、民
間
事
業
者
に
依
頼
し
、そ
れ

光
バ
ス
事
業
者
等
、民
間
事
業
者
に
依
頼
し
、そ
れ

が
だ
め
な
ら
香
取
市
が
直
接
運
転
手
を
雇
用
し
、香

が
だ
め
な
ら
香
取
市
が
直
接
運
転
手
を
雇
用
し
、香

取
市
全
域
で
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
早
急
に
実
施
す

取
市
全
域
で
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
早
急
に
実
施
す

べ
き
。

べ
き
。

意
見
意
見

バ
ス
事
業
者
撤
退
後
の

移
動
手
段
確
保
は

久
く

保
ぼ

木
き

 宗
そう

一
いち

議員

香
取
市
の
取
り
組
み
を
具
体
的
に
。

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
特
定
健
康
診
査

及
び
特
定
保
健
指
導
や
、そ
の
健
診
結
果
か

ら
重
症
化
予
防
の
た
め
の
腎
臓
予
防
教
室
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

普
及
啓
発
で
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー

ル
」の
配
付
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替

え
で
薬
代
の
負
担
が
減
る
被
保
険
者
に
差
額
通
知
を

年
２
回
送
付
し
、医
療
費
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

節
薬
バ
ッ
グ
の
成
果
と
今
後
は
。

節
薬
バ
ッ
グ
は
、処
方
通
り
に
内
服
す
る
こ

と
へ
の
意
識
づ
け
や
残
薬
に
つ
い
て
声
が
け

の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。今
後

も
切
れ
目
な
い
在
宅
医
療
と
介
護
の
提
供
体
制
を
構

築
し
、高
齢
者
等
へ
の
正
し
い
服
薬
管
理
の
啓
発
も

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
節
薬
バ
ッ
グ
…
余
っ
た
薬
を
薬
局
に
持
参
し
て
も

ら
う
た
め
の
エ
コ
バ
ッ
グ

かとり市議会だより No.7513



QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

Q
市
民
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
飲
料
水
で
す
。

市
民
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
飲
料
水
で
す
。

合
併
以
前
か
ら
地
下
水
汚
染
が
あ
る
地
域
が

合
併
以
前
か
ら
地
下
水
汚
染
が
あ
る
地
域
が

あ
り
、水
質
検
査
の
結
果
に
よ
っ
て
水
道
事
業
の
要

あ
り
、水
質
検
査
の
結
果
に
よ
っ
て
水
道
事
業
の
要

望
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。水
道
の
加
入
状
況
は
。

望
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。水
道
の
加
入
状
況
は
。

A
事
業
認
可
区
域
の
住
民
基
本
台
帳
世
帯
数

事
業
認
可
区
域
の
住
民
基
本
台
帳
世
帯
数

に
対
す
る
給
水
世
帯
数
の
割
合
は
、平
成

に
対
す
る
給
水
世
帯
数
の
割
合
は
、平
成

1919
年
３
月
末
、佐
原
地
区

年
３
月
末
、佐
原
地
区
6868
・
4747
％
、小
見
川
・
山
田

％
、小
見
川
・
山
田

地
区
地
区
8989
・
7777
％
、栗
源
地
区

％
、栗
源
地
区
7070
・
6565
％
で
し
た
。水
道

％
で
し
た
。水
道

統
計
調
査
で
は
、事
業
認
可
区
域
内
人
口
に
対
す

統
計
調
査
で
は
、事
業
認
可
区
域
内
人
口
に
対
す

る
給
水
人
口
の
水
道
普
及
率
は
全
体
で
平
成

る
給
水
人
口
の
水
道
普
及
率
は
全
体
で
平
成
1919
年

３
月
末

３
月
末
8383
・
７
％
が
令
和
６
年
３
月
末

・
７
％
が
令
和
６
年
３
月
末
8282
・
７
％
で

・
７
％
で

し
た
。

し
た
。

Q
加
入
促
進
の
指
導
状
況
は
。

加
入
促
進
の
指
導
状
況
は
。

A
新
規
水
道
管
布
設
工
事
の
際
に
、隣
接
住
民

新
規
水
道
管
布
設
工
事
の
際
に
、隣
接
住
民

へ
文
書
の
郵
送
や
個
別
訪
問
で
加
入
を
進
め

へ
文
書
の
郵
送
や
個
別
訪
問
で
加
入
を
進
め

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

Q
自
家
用
飲
料
水（
井
戸
水
）の
検
査
の
進
め
方

自
家
用
飲
料
水（
井
戸
水
）の
検
査
の
進
め
方

は
。
は
。

A
対
象
の
自
治
会
で
希
望
者
の
取
り
ま
と
め
後
、

対
象
の
自
治
会
で
希
望
者
の
取
り
ま
と
め
後
、

サ
ン
プ
ル
を
抽
出
し
、検
査
機
関
に
分
析
を

サ
ン
プ
ル
を
抽
出
し
、検
査
機
関
に
分
析
を

依
頼
し
て
い
ま
す
。検
査
結
果
が
不
適
合
の
場
合
に

依
頼
し
て
い
ま
す
。検
査
結
果
が
不
適
合
の
場
合
に

は
飲
用
指
導
の
ほ
か
、浄
水
器
の
設
置
や
補
助
制
度

は
飲
用
指
導
の
ほ
か
、浄
水
器
の
設
置
や
補
助
制
度

の
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

の
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

Q
水
道
施
設
統
廃
合
事
業
を
進
め
る
要
因
は
。

水
道
施
設
統
廃
合
事
業
を
進
め
る
要
因
は
。

A
各
給
水
場
の
施
設
の
統
廃
合
や
老
朽
化
し
た

各
給
水
場
の
施
設
の
統
廃
合
や
老
朽
化
し
た

小
見
川
浄
水
場
の
全
面
改
修
を
行
い
、水
道

小
見
川
浄
水
場
の
全
面
改
修
を
行
い
、水
道

水
の
供
給
の
安
定
性
、施
設
の
効
率
性
を
向
上
さ
せ

水
の
供
給
の
安
定
性
、施
設
の
効
率
性
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、耐
震
化
を
図
り
、災
害
に
強
い
水
道

る
と
と
も
に
、耐
震
化
を
図
り
、災
害
に
強
い
水
道

を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
の
完
全
無
償
化
実
施
時
期
は

Q
県
内
で
は
す
で
に

県
内
で
は
す
で
に
1515
市
町
村
が
無
償
化
を

市
町
村
が
無
償
化
を

実
施
し
て
い
ま
す
。学
校
給
食
法
で
は
、給

実
施
し
て
い
ま
す
。学
校
給
食
法
で
は
、給

食
は
教
育
の
一
環
と
位
置
づ
け
、給
食
費
も
教
科
書

食
は
教
育
の
一
環
と
位
置
づ
け
、給
食
費
も
教
科
書

同
様
に
公
費
負
担
と
す
べ
き
無
償
化
は
国
が
実
施

同
様
に
公
費
負
担
と
す
べ
き
無
償
化
は
国
が
実
施

す
べ
き
施
策
で
す
。８
月
に
は
市
内
の
２
団
体
が
小

す
べ
き
施
策
で
す
。８
月
に
は
市
内
の
２
団
体
が
小

学
校
全
学
年
の
無
償
化
の
実
施
を
求
め
て
い
ま
す
。

学
校
全
学
年
の
無
償
化
の
実
施
を
求
め
て
い
ま
す
。

無
償
化
を
国
の
制
度
と
す
る
よ
う
に
と
国
へ
要
請

無
償
化
を
国
の
制
度
と
す
る
よ
う
に
と
国
へ
要
請

す
る
よ
う
多
く
の
署
名
が
市
長
に
提
出
さ
れ
て
い

す
る
よ
う
多
く
の
署
名
が
市
長
に
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。無
償
化
が
実
施
さ
れ
た
対
象
児
童
数
は
全
体

ま
す
。無
償
化
が
実
施
さ
れ
た
対
象
児
童
数
は
全
体

の
何
割
か
。

の
何
割
か
。

A
無
償
化
の
現
状
は
、令
和
６
年
８
月
現
在
、

無
償
化
の
現
状
は
、令
和
６
年
８
月
現
在
、

小
学
生
３
９
１
人
、中
学
生
１
２
１
３
人
、

小
学
生
３
９
１
人
、中
学
生
１
２
１
３
人
、

第
３
子
以
降
が
４
１
７
人
と
全
体
で
、２
０
２
１
人

第
３
子
以
降
が
４
１
７
人
と
全
体
で
、２
０
２
１
人

と
な
り
、約

と
な
り
、約
5050
・
６
％
と
な
り
ま
す
。

・
６
％
と
な
り
ま
す
。

Q
対
象
外
児
童
数
の
無
償
化
の
時
期
は
。

対
象
外
児
童
数
の
無
償
化
の
時
期
は
。

A
無
償
化
に
要
す
る
費
用
は
年
間
約
２
億
４
４

無
償
化
に
要
す
る
費
用
は
年
間
約
２
億
４
４

３
９
万
円
余
り
に
な
り
ま
す
。国
、県
の
動

３
９
万
円
余
り
に
な
り
ま
す
。国
、県
の
動

向
を
見
な
が
ら
財
源
の
確
保
に
努
め
、完
全
無
償
化

向
を
見
な
が
ら
財
源
の
確
保
に
努
め
、完
全
無
償
化

を
目
指
し
ま
す
。

を
目
指
し
ま
す
。

Q
地
元
産
食
材
の
利
用
は
。物
価
高
騰
へ
の
対

地
元
産
食
材
の
利
用
は
。物
価
高
騰
へ
の
対

応
は
。

応
は
。

A
食
育
を
推
進
す
る
国
、県
の
取
り
組
み
の
も

食
育
を
推
進
す
る
国
、県
の
取
り
組
み
の
も

と
可
能
な
限
り
地
元
産
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

と
可
能
な
限
り
地
元
産
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
当
初
予
算
で
は
、物
価
高
騰
対
策
で
、

令
和
６
年
度
当
初
予
算
で
は
、物
価
高
騰
対
策
で
、

給
食
材
料
費
を

給
食
材
料
費
を
1515
％
増
額
し
て
計
上
し
、保
護
者
負

％
増
額
し
て
計
上
し
、保
護
者
負

担
を
増
や
す
こ
と
な
く
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

担
を
増
や
す
こ
と
な
く
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

Q
完
全
無
償
化
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
要
因
は
。

完
全
無
償
化
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
要
因
は
。

A
主
に
無
償
化
の
対
象
拡
充
に
伴
う
負
担
増
等

主
に
無
償
化
の
対
象
拡
充
に
伴
う
負
担
増
等

や
対
応
す
る
予
算
の
多
く
を
国
の
臨
時
交
付

や
対
応
す
る
予
算
の
多
く
を
国
の
臨
時
交
付

金
等
を
財
源
と
し
て
い
る
た
め
で
す
。

金
等
を
財
源
と
し
て
い
る
た
め
で
す
。

佐
さ

藤
とう

 好
よし

文
ふみ

議員

香
取
市
の

水
道
加
入
率
の
現
状
は
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不
登
校
の
児
童
・
生
徒
に

学
び
の
確
保
を

Q
公
立
小
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
が
令

公
立
小
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
が
令

和
元
年
度
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
ど

和
元
年
度
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

A
近
年
、不
登
校
を
原
因
と
し
た
長
期
欠
席
児

近
年
、不
登
校
を
原
因
と
し
た
長
期
欠
席
児

童
生
徒
数
は
、増
加
傾
向
で
す
。全
国
的
に

童
生
徒
数
は
、増
加
傾
向
で
す
。全
国
的
に

２
０
１
６
年
度
か
ら
増
加
が
顕
著
に
な
り
、特
に
２

２
０
１
６
年
度
か
ら
増
加
が
顕
著
に
な
り
、特
に
２

０
２
０
年
度
か
ら
増
加
率
が
一
層
高
く
な
っ
て
い
ま

０
２
０
年
度
か
ら
増
加
率
が
一
層
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。香
取
市
は
全
国
平
均
か
ら
比
べ
る
と
不
登
校
を

す
。香
取
市
は
全
国
平
均
か
ら
比
べ
る
と
不
登
校
を

原
因
と
し
た
長
期
欠
席
者
の
発
生
率
が
半
分
以
下
の

原
因
と
し
た
長
期
欠
席
者
の
発
生
率
が
半
分
以
下
の

割
合
で
す
が
、実
際
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
対
し

割
合
で
す
が
、実
際
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
対
し

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Q
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
支
援
を
行
う
香
取
市

不
登
校
の
児
童
生
徒
の
支
援
を
行
う
香
取
市

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」が
小
見
川
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
佐
原

ョ
ン
」が
小
見
川
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
佐
原

地
区
に
も
設
置
で
き
な
い
か
。

地
区
に
も
設
置
で
き
な
い
か
。

A
佐
原
地
区
の
児
童
生
徒
の
中
に
も
利
用
希
望

佐
原
地
区
の
児
童
生
徒
の
中
に
も
利
用
希
望

者
が
一
定
数
見
ら
れ
る
た
め
、開
設
に
向
け

者
が
一
定
数
見
ら
れ
る
た
め
、開
設
に
向
け

て
は
今
後
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

て
は
今
後
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
の
対
策
を

Q
空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
の
対
策
と
し
て

空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
の
対
策
と
し
て

地
権
者
に
指
導
、勧
告
、命
令
、そ
し
て
行
政

地
権
者
に
指
導
、勧
告
、命
令
、そ
し
て
行
政

代
執
行
が
で
き
る「
空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
の

代
執
行
が
で
き
る「
空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
の

除
去
に
関
す
る
条
例
」の
制
定
が
必
要
だ
と
考
え
る

除
去
に
関
す
る
条
例
」の
制
定
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、見
解
は
。

が
、見
解
は
。

A
「
空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
の
除
去
に
関

「
空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
の
除
去
に
関

す
る
条
例
」の
制
定
に
つ
い
て
は
、国
の
動

す
る
条
例
」の
制
定
に
つ
い
て
は
、国
の
動

向
や
他
自
治
体
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、引
き
続
き
調

向
や
他
自
治
体
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、引
き
続
き
調

査
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

査
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

婚
活
支
援
事
業
の
復
活
を

Q
未
婚
化
・
晩
婚
化
の
対
策
と
し
て
、香
取
市

未
婚
化
・
晩
婚
化
の
対
策
と
し
て
、香
取
市

が
運
営
す
る
婚
活
支
援
事
業
を
再
開
で
き
な

が
運
営
す
る
婚
活
支
援
事
業
を
再
開
で
き
な

か
。
か
。A

令
和
元
年
度
ま
で
香
取
市
が
実
施
し
て
い
た

令
和
元
年
度
ま
で
香
取
市
が
実
施
し
て
い
た

婚
活
事
業「
か
と
り
縁
結
び
大
作
戦
」は
、平

婚
活
事
業「
か
と
り
縁
結
び
大
作
戦
」は
、平

成
3030
年
度
の
市
民
事
業
仕
分
け
の
結
果
を
受
け
事
業

年
度
の
市
民
事
業
仕
分
け
の
結
果
を
受
け
事
業

を
廃
止
し
ま
し
た
。こ
れ
は
市
民
の
意
見
を
反
映
し

を
廃
止
し
ま
し
た
。こ
れ
は
市
民
の
意
見
を
反
映
し

た
も
の
で
、事
業
を
再
開
す
る
た
め
に
は
、十
分
な

た
も
の
で
、事
業
を
再
開
す
る
た
め
に
は
、十
分
な

議
論
や
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。香
取
市
の
事
業

議
論
や
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。香
取
市
の
事
業

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、現
在
、「
一
山
ま
ち
づ
く
り
協

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、現
在
、「
一
山
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」と「
小
見
川
中
央
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

議
会
」と「
小
見
川
中
央
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

が
連
携
し
、結
婚
相
談
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

が
連
携
し
、結
婚
相
談
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、令
和
６
年
度
は
、移
住
定
住
を
担
当
す
る
香

ま
た
、令
和
６
年
度
は
、移
住
定
住
を
担
当
す
る
香

取
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
中
心
と
な
り
、香
取
市

取
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
中
心
と
な
り
、香
取
市

と
連
携
し
て
婚
活
ツ
ア
ー
を
実
施
予
定
で
、さ
ら
に

と
連
携
し
て
婚
活
ツ
ア
ー
を
実
施
予
定
で
、さ
ら
に

千
葉
県
で
は
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
婚
活
事
業
を

千
葉
県
で
は
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
婚
活
事
業
を

令
和
６
年
９
月
に
実
施
予
定
で
す
。こ
う
し
た
活
動

令
和
６
年
９
月
に
実
施
予
定
で
す
。こ
う
し
た
活
動

や「
地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金
」を
活
用
し

や「
地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金
」を
活
用
し

た
他
自
治
体
の
状
況
を
調
査
し
、香
取
市
と
し
て
の

た
他
自
治
体
の
状
況
を
調
査
し
、香
取
市
と
し
て
の

婚
活
支
援
の
方
向
性
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

婚
活
支
援
の
方
向
性
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

田
た

代
しろ

 一
かず

男
お

議員
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辻
つじ

　 達
たつ

広
ひろ

議員

Q
香
取
市
の
保
護
猫
活
動
の
具
体
的
な
施
策
と

香
取
市
の
保
護
猫
活
動
の
具
体
的
な
施
策
と

し
て
、「
さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事
業
」

し
て
、「
さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事
業
」

導
入
に
向
け
た
検
討
状
況
は
。

導
入
に
向
け
た
検
討
状
況
は
。

A
市
の
保
護
猫
活
動
の
取
り
組
み
と
し
て
、飼

市
の
保
護
猫
活
動
の
取
り
組
み
と
し
て
、飼

い
主
の
い
な
い
猫
の
増
加
を
抑
え
、地
域
の

い
主
の
い
な
い
猫
の
増
加
を
抑
え
、地
域
の

公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
を

公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
、活
用
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

図
る
た
め
、活
用
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

Q
「
さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事
業
」の
他
に

「
さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事
業
」の
他
に

保
護
猫
活
動
に
対
す
る
支
援
体
制
は
。

保
護
猫
活
動
に
対
す
る
支
援
体
制
は
。

A
犬
及
び
猫
の
無
秩
序
な
繁
殖
を
抑
制
し
、周

犬
及
び
猫
の
無
秩
序
な
繁
殖
を
抑
制
し
、周

囲
に
対
す
る
危
害
及
び
迷
惑
の
防
止
を
図
る

囲
に
対
す
る
危
害
及
び
迷
惑
の
防
止
を
図
る

た
め
、避
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
る
犬
・
猫
の
飼
い
主

た
め
、避
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
る
犬
・
猫
の
飼
い
主

に
対
し
て
手
術
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

に
対
し
て
手
術
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
福
祉
施
設「

福
祉
施
設「
香か

取と
り
と
り

の
杜も

り
も
り

、中な
か
な
か

々な
か
な
か

」の
飼
育
崩
壊

」の
飼
育
崩
壊

で
飼
い
き
れ
な
く
な
っ
た
猫
や
野
良
猫
に
関

で
飼
い
き
れ
な
く
な
っ
た
猫
や
野
良
猫
に
関

す
る
取
り
組
み
が
新
聞
紙
上
で
紹
介
さ
れ
反
響
が
あ

す
る
取
り
組
み
が
新
聞
紙
上
で
紹
介
さ
れ
反
響
が
あ

っ
た
。こ
の
よ
う
な
施
設
活
動
の
評
価
は
。

っ
た
。こ
の
よ
う
な
施
設
活
動
の
評
価
は
。

A
飼
育
崩
壊
し
た
猫
が
福
祉
施
設
で
引
き
取
ら

飼
育
崩
壊
し
た
猫
が
福
祉
施
設
で
引
き
取
ら

れ
、利
用
者
の
癒
し
と
な
り
、穏
や
か
に
過

れ
、利
用
者
の
癒
し
と
な
り
、穏
や
か
に
過

ご
し
て
い
る
こ
と
は
、保
護
猫
の
居
場
所
づ
く
り
の

ご
し
て
い
る
こ
と
は
、保
護
猫
の
居
場
所
づ
く
り
の

観
点
か
ら
有
効
な
取
り
組
み
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

観
点
か
ら
有
効
な
取
り
組
み
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
・
移
動
支
援
の
充
実
で

住
み
や
す
く
暮
ら
し
や
す
い
香
取
市
に

Q
香
取
市
の
公
共
交
通
の
現
状
は
。

香
取
市
の
公
共
交
通
の
現
状
は
。1010
月
に
公

月
に
公

共
交
通
は
ど
の
よ
う
に
再
編
さ
れ
る
の
か
。

共
交
通
は
ど
の
よ
う
に
再
編
さ
れ
る
の
か
。

A
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

に
よ
る
生
活
様
式
の
変
化
や
交
通
事
業
者
の

に
よ
る
生
活
様
式
の
変
化
や
交
通
事
業
者
の

運
転
手
不
足
の
影
響
が
路
線
バ
ス
の
減
便
と
い
う
形

運
転
手
不
足
の
影
響
が
路
線
バ
ス
の
減
便
と
い
う
形

で
顕
在
化
し
、令
和
６
年
４
月
の
労
働
基
準
法
の
一
部

で
顕
在
化
し
、令
和
６
年
４
月
の
労
働
基
準
法
の
一
部

改
正
に
伴
う
運
送
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
が
実
施

改
正
に
伴
う
運
送
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
が
実
施

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、さ
ら
に
現
在
の
公
共
交
通
体
系
の

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、さ
ら
に
現
在
の
公
共
交
通
体
系
の

維
持
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。公
共
交
通

維
持
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。公
共
交
通

の
再
編
で
は
、路
線
バ
ス
の
統
廃
合
で
廃
止
と
な
る

の
再
編
で
は
、路
線
バ
ス
の
統
廃
合
で
廃
止
と
な
る

路
線
を
ワ
ゴ
ン
車
を
使
用
し
て
代
替
す
る
こ
と
で
移

路
線
を
ワ
ゴ
ン
車
を
使
用
し
て
代
替
す
る
こ
と
で
移

動
の
足
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、山
田
地
区
、栗
源
地

動
の
足
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、山
田
地
区
、栗
源
地

区
、佐
原
地
区
の
一
部
で
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
を
開

区
、佐
原
地
区
の
一
部
で
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
を
開

始
し
市
内
の
移
動
し
や
す
さ
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

始
し
市
内
の
移
動
し
や
す
さ
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

Q
路
線
バ
ス
減
便
や
運
転
手
不
足
等
の
問
題
が

路
線
バ
ス
減
便
や
運
転
手
不
足
等
の
問
題
が

顕
在
化
し
、市
民
の
移
動
手
段
の
確
保
が
一

顕
在
化
し
、市
民
の
移
動
手
段
の
確
保
が
一

層
重
要
と
な
っ
た
。今
後
の
公
共
交
通
の
利
用
促
進

層
重
要
と
な
っ
た
。今
後
の
公
共
交
通
の
利
用
促
進

の
具
体
策
は
。

の
具
体
策
は
。

A
1010
月
運
行
開
始
の
デ
マ
ン
ド
交
通
に
運
転
経

月
運
行
開
始
の
デ
マ
ン
ド
交
通
に
運
転
経

歴
証
明
書
保
有
者
の
料
金
区
分
を
設
け
て
料

歴
証
明
書
保
有
者
の
料
金
区
分
を
設
け
て
料

金
を
割
引
く
こ
と
で
、新
た
な
利
用
者
を
増
や
す
取

金
を
割
引
く
こ
と
で
、新
た
な
利
用
者
を
増
や
す
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

命
を
守
る
た
め
の

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
助
成
を

Q
令
和
５
年
４
月
施
行
の
改
正
道
路
交
通
法
で
、

令
和
５
年
４
月
施
行
の
改
正
道
路
交
通
法
で
、

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務

と
さ
れ
た
。香
取
市
の
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

と
さ
れ
た
。香
取
市
の
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
率
と
着
用
率
向
上
の
取
り
組
み
は
。

用
率
と
着
用
率
向
上
の
取
り
組
み
は
。

A
着
用
率
は
、令
和
５
年
７
月
の
デ
ー
タ
で
全

着
用
率
は
、令
和
５
年
７
月
の
デ
ー
タ
で
全

国
平
均
が

国
平
均
が
1313
・
５
％
、千
葉
県
は
６
・
４
％
で
、

・
５
％
、千
葉
県
は
６
・
４
％
で
、

全
国
全
国
3939
位
で
し
た
。着
用
率
向
上
の
取
り
組
み
は
、

位
で
し
た
。着
用
率
向
上
の
取
り
組
み
は
、

交
通
安
全
運
動
や
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
さ
わ
ら
等
の

交
通
安
全
運
動
や
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
さ
わ
ら
等
の

イ
ベ
ン
ト
で
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
で
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

Q
銚
子
市
、旭
市
、神
崎
町
、東
庄
町
で
は
、自

銚
子
市
、旭
市
、神
崎
町
、東
庄
町
で
は
、自

転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
助
成
が
始
ま
っ
て

転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
助
成
が
始
ま
っ
て

い
る
。香
取
市
の
購
入
費
助
成
の
考
え
は
。

い
る
。香
取
市
の
購
入
費
助
成
の
考
え
は
。

A
近
隣
市
町
の
情
報
を
収
集
し
、調
査
、研
究

近
隣
市
町
の
情
報
を
収
集
し
、調
査
、研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
さ
な
命
を
守
る

施
策
の
推
進
を
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人
口
減
少
に
対
し
て

多
角
的
な
政
策
を

Q
関
係
人
口
を
創
出
す
る
こ
と
は
、人
口
減
少

関
係
人
口
を
創
出
す
る
こ
と
は
、人
口
減
少

対
策
と
し
て
重
要
で
す
が
、香
取
市
と
し
て

対
策
と
し
て
重
要
で
す
が
、香
取
市
と
し
て

ど
の
よ
う
な
方
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

ど
の
よ
う
な
方
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

A
観
光
、産
業
振
興
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

観
光
、産
業
振
興
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
な
ど
、様
々
な
施
策
に
よ
っ
て
関
係
人

活
動
な
ど
、様
々
な
施
策
に
よ
っ
て
関
係
人

口
の
創
出
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

口
の
創
出
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

Q
千
葉
県
が
実
施
し
て
い
る
副
業
人
材
マ
ッ
チ

千
葉
県
が
実
施
し
て
い
る
副
業
人
材
マ
ッ
チ

ン
グ
を
、香
取
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉
え

ン
グ
を
、香
取
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

て
い
る
の
か
。

A
香
取
市
と
し
て
、ど
の
よ
う
な
協
力
が
で
き

香
取
市
と
し
て
、ど
の
よ
う
な
協
力
が
で
き

る
か
を
含
め
、研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
か
を
含
め
、研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

Q
複
数
の
大
学
が
香
取
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

複
数
の
大
学
が
香
取
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
場
と
し
て
、様
々
な
活
動
・
研
究
を
し

ク
の
場
と
し
て
、様
々
な
活
動
・
研
究
を
し

て
い
る
。香
取
市
と
し
て
各
大
学
と
の
連
携
を
検
討

て
い
る
。香
取
市
と
し
て
各
大
学
と
の
連
携
を
検
討

す
べ
き
で
は
。

す
べ
き
で
は
。

A
現
在
、東
京
情
報
大
学
及
び
千
葉
工
業
大
学

現
在
、東
京
情
報
大
学
及
び
千
葉
工
業
大
学

と
連
携
協
定
を
締
結
し
、地
域
振
興
活
性
化

と
連
携
協
定
を
締
結
し
、地
域
振
興
活
性
化

の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。様
々
な
大
学
と
ど
の
よ

の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。様
々
な
大
学
と
ど
の
よ

う
な
連
携
が
可
能
か
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

う
な
連
携
が
可
能
か
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
す
。

Q
大
学
と
の
連
携
と
併
せ
て
、香
取
市
内
の
高

大
学
と
の
連
携
と
併
せ
て
、香
取
市
内
の
高

校
と
の
更
な
る
連
携
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

校
と
の
更
な
る
連
携
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

い
の
か
。

A
令
和
５
年
度
、佐
原
白
楊
高
等
学
校
と
連
携

令
和
５
年
度
、佐
原
白
楊
高
等
学
校
と
連
携

し
、職
業
感
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま

し
、職
業
感
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま

し
た
。今
後
も
、香
取
市
内
の
高
校
と
連
携
を
図
っ

し
た
。今
後
も
、香
取
市
内
の
高
校
と
連
携
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
更
な
る
活
躍
を

Q
現
在
、何
名
が
活
動
し
、ど
の
よ
う
な
業
務

現
在
、何
名
が
活
動
し
、ど
の
よ
う
な
業
務

に
つ
い
て
い
る
の
か
。

に
つ
い
て
い
る
の
か
。

A
令
和
６
年
９
月
１
日
現
在
、

令
和
６
年
９
月
１
日
現
在
、2020
名
が
活
動
し

名
が
活
動
し

て
い
ま
す
。農
業
振
興
分
野
６
名
、移
住
・
定

て
い
ま
す
。農
業
振
興
分
野
６
名
、移
住
・
定

住
分
野
４
名
を
は
じ
め
、関
係
人
口
の
創
出
、フ
ィ

住
分
野
４
名
を
は
じ
め
、関
係
人
口
の
創
出
、フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
推
進
等
の
様
々
な
分
野
で
活

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
推
進
等
の
様
々
な
分
野
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

動
し
て
い
ま
す
。

Q
任
期
終
了
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
、定
住
に
つ

任
期
終
了
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
、定
住
に
つ

な
げ
る
た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

な
げ
る
た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

A
任
期
終
了
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
定
住
に
向

任
期
終
了
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
定
住
に
向

け
た
支
援
策
を
隊
員
と
と
も
に
検
討
し
て
い

け
た
支
援
策
を
隊
員
と
と
も
に
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

る
と
こ
ろ
で
す
。

Q
農
業
部
門
の
増
員
の
検
討
は
。

農
業
部
門
の
増
員
の
検
討
は
。

A
今
後
、任
期
が
終
了
す
る
隊
員
の
成
果
な
ど

今
後
、任
期
が
終
了
す
る
隊
員
の
成
果
な
ど

も
参
考
に
、増
員
し
た
場
合
の
サ
ポ
ー
ト
体

も
参
考
に
、増
員
し
た
場
合
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
も
含
め
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

制
も
含
め
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

香
取
市
の
撮
影
地
と
し
て
の
整
備
と

Ｐ
Ｒ
を

Q
香
取
市
の
撮
影
地
と
し
て
の
可
能
性
を
、ど

香
取
市
の
撮
影
地
と
し
て
の
可
能
性
を
、ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

A
香
取
市
は
、比
較
的
都
内
か
ら
近
い
こ
と
や

香
取
市
は
、比
較
的
都
内
か
ら
近
い
こ
と
や

佐
原
の
歴
史
的
町
並
み
な
ど
、撮
影
地
と
し

佐
原
の
歴
史
的
町
並
み
な
ど
、撮
影
地
と
し

て
の
観
光
資
源
が
数
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、映
画
や

て
の
観
光
資
源
が
数
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、映
画
や

テ
レ
ビ
番
組
等
の
撮
影
地
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と

テ
レ
ビ
番
組
等
の
撮
影
地
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と

で
、観
光
客
の
増
加
や
そ
れ
に
伴
う
地
域
経
済
の
活

で
、観
光
客
の
増
加
や
そ
れ
に
伴
う
地
域
経
済
の
活

性
化
等
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

性
化
等
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

Q
６
月
に
任
命
し
た
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
、

６
月
に
任
命
し
た
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
、

ど
の
様
に
協
力
し
て
い
く
予
定
な
の
か
。

ど
の
様
に
協
力
し
て
い
く
予
定
な
の
か
。

A
制
作
会
社
と
市
町
村
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

制
作
会
社
と
市
町
村
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
等
を
つ
な
ぐ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー

シ
ョ
ン
等
を
つ
な
ぐ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
の
専
門
的
な
知
見
か
ら
、制
作
会
社
が

デ
ィ
ネ
ー
ト
の
専
門
的
な
知
見
か
ら
、制
作
会
社
が

求
め
る
撮
影
地
の
選
定
基
準
や
必
要
な
情
報
、市
内

求
め
る
撮
影
地
の
選
定
基
準
や
必
要
な
情
報
、市
内

の
撮
影
候
補
地
の
整
理
な
ど
に
協
力
い
た
だ
く
予

の
撮
影
候
補
地
の
整
理
な
ど
に
協
力
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

定
で
す
。

前
まえ

田
だ

 誠
まさ

之
ゆき

議員

10
月
運
行
開
始
の
デ
マ
ン
ド
交
通
に
運
転
経

歴
証
明
書
保
有
者
の
料
金
区
分
を
設
け
て
料

金
を
割
引
く
こ
と
で
、新
た
な
利
用
者
を
増
や
す
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
施
行
の
改
正
道
路
交
通
法
で
、

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務

と
さ
れ
た
。香
取
市
の
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
率
と
着
用
率
向
上
の
取
り
組
み
は
。

着
用
率
は
、令
和
５
年
７
月
の
デ
ー
タ
で
全

国
平
均
が
13
・
５
％
、千
葉
県
は
６
・
４
％
で
、

全
国
39
位
で
し
た
。着
用
率
向
上
の
取
り
組
み
は
、

交
通
安
全
運
動
や
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
さ
わ
ら
等
の

イ
ベ
ン
ト
で
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

銚
子
市
、旭
市
、神
崎
町
、東
庄
町
で
は
、自

転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
助
成
が
始
ま
っ
て

い
る
。香
取
市
の
購
入
費
助
成
の
考
え
は
。

近
隣
市
町
の
情
報
を
収
集
し
、調
査
、研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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佐原中学校

選挙管理委員会委員長に

インタビュー

1、2年生の時の選挙では、どの候補者もい
い演説をしていて、だれに投票するかとて

も迷いました。今回は信任投票でしたが、選挙管
理委員会委員長として、候補者の演説を聞いて本
当にこの候補者に任せられるのかをしっかりと考
えて投票して欲しいと考えていました。演説会で
は、生徒全員がしっかりと演説を聞いていたので、
とてもよかったと思いました。

選挙権を得たときには、自分は
関係ないとか、自分の一票では

変わらないだろうなとはとは思わずに
少しでも香取市の力になれたらいいと
思っています。

　佐原中学校選挙管理委員会委員長 日下部天音さんありがとうございました。
　中学生でも、あと数年で選挙権を持つことになります。現在、若い世代の投票率はとても低い状況にあります。若い
世代の方々にいかに投票に来ていただくか、全国的な問題でもあります。香取市議会としても若い世代の方々の関心
が低いのは自分たちの責任であると考えて、SNS等を利用して若い世代の目に留まるようなアピールにも心掛けてい
きたいと考えています。これからも引き続き、いかに市議会にも興味を持って貰えるかを調査研究していきます。
 （辻 達広 議会広報特別委員長）

佐原中学校

選挙管理委員会委員長に

インタビュー

生徒会選挙のように自分達の代
表を決める選挙を経験して。

若い世代の方々が選挙に興味
を持つにはどうしたらいいで
すか。

将来、市長選挙・市議会議員選
挙等の投票ができるようになっ
たらどのようなことを考えて投
票しますか。

香取市選挙管理委員会の出前講
座の感想は。

QQ33

QQ11 QQ22

QQ44

選挙管理委員会委員長
日
くさ

下
か

部
べ

 天
あま

音
ね

さん

中学3年生になると公民で選挙に
ついて勉強しますが、1、2年生に

とっては馴染みがないのではないかと思
います。今回の出前講座ではわかりやす
く教えていただいたので、選挙制度を身
近に感じることができました。

A

若い世代は、テレビやラジオよりも、
スマートフォン等でSNSを多く活

用しています。選挙に関する発信をSNS等
を多く活用すると若い世代の目に留まり、
「あなたの１票が大事」ということが伝えら
れたら、投票率も上がると思います。

A
A

A
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　令和6年度の所管事務調査は、「投票率の向上」をテーマとして実施しています。10月8日（火）
茨城県日立市を視察しました。日立市選挙管理委員会では、高校における移動期日前投票所を実
施しています。高校生（18歳）の選挙に対する関心を高め、投票率向上を目的に、高校生を対象と
した移動期日前投票所を市内高校に設置する取り組みの実施状況について、説明を受けました。
委員会では、香取市での実施が可能か検討し、今後の提言に盛り込むことを考えています。

　令和6年度の所管事務調査は、「介護保険」をテーマとして実施しています。
　9月12日（木）、介護保険事業について、「特別養護老人ホーム　水都苑」、「特別養護老人ホーム 杜
の家くりもと」、「社会福祉法人　香取市社会福祉協議会」の関係者の出席をお願いし、施設介護の
現状についての勉強会を実施しました。委員会では、各事業の内容や実績をお伺いし、介護保険に
係る現状の確認をしました。委員会では、今後も介護保険についての調査研究を継続します。

　令和6年9月定例会から本会議場及び委員会室等にタ
ブレット及びパソコンの持ち込みができるようなりまし
た。
　これにより一般質問や質疑等の内容に関する検索等が
リアルタイムでできるようになりました。
　なお、本会議場及び委員会室等ではこれらの機器によ
る録音、録画、撮影及びスマートフォンの使用は禁止と
なっています。
　また、一般質問のメール等での受け付けに続いて、質
疑・討論もメール等での受け付けが可能となりました。
　このように香取市議会はさまざまな議会改革を進めて
います。

本会議場にタブレット等の
持ち込みが可能に

福祉教育常任委員会
所管事務調査を実施

総務政策常任委員会
所管事務調査を実施

本会議等でタブレットが使用できるようになりました本会議等でタブレットが使用できるようになりました
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編集・発行に関し、ご意見・ご要望がありましたら、議会事務局（☎50-1217）までご連絡ください。

　

Vol.23

 私は静岡県出身の元サラリーマンです。現在は田ん
ぼを転用し香取市でレンコン農家を営んでいます。以
前は長期休みの度に妻の実家で田んぼの手伝いをして
いました。汗だくで作業をし、食べたおにぎりがとっ
ても美味しかったのを今でも忘れません。それが、農
家への転職のきっかけです。そこから夢中で「農」に
ついて調べ、「最高に美味いレンコンを作りたい！」
と言う気持ちが私の探究心をさらにかき立てました。
そして、気がついた「土づくり」の大切さ。調べれば

12月

編集後記

静岡県浜松市出身
松原レンコンファーム（西部田）

2023年
野菜ソムリエサミット　最高金賞受賞

松原 歩久斗 さん（35歳）
まつ ばら 　ほ く と

　今年も日本各地で台風や大雨による甚大な被害が発生して
います。香取市でも令和元年に大きな被害をもたらした台風
と同じような進路を進んだものもありました。台風や地震等の
災害時に議会が何ができるのかを改めて考えさせられました。
市議会といたしましても、引き続き市民の皆様が安心して暮ら
せる香取市を目指して取り組んで参ります。 （井上　徹）

　秋深まり行く今日この頃ですが、皆様におかれましてはい
かがお過ごしでしょうか？今回の議会だよりでは、決算審査
特別委員会の結果など情報盛りだくさんでお届けいたしまし
た。これからも読みやすく、分かりやすい内容を心がけて参
りますので、ご意見ご感想などお寄せいただければ幸いです。
 （辻　達広）
　

「土の中は銀河」

定例会
の日程

　

本会議

本会議（一般質問調整日）

常任委員会

本会議

傍聴およびライブ中継、録画再生件数

ライブ
中継

録画再生

傍聴

11/ 26（火）

12/ 4（水） 5（木） 6（金）

 9（月） 10（火）

  13（金）
※上記は予定であり、変更となる場合があります。
※請願・陳情の12月定例会での受付は、11月15日（金）午後4時までとなります。

1,223件

28人

886人

309件

R6.9月
1,487件

24人

827人

636件

R6.6月
1,526件
23人
239人

1,264件

R6.3月
635件

30人
211人

 394件

R5.12月
734件

23人
189人

522件

R5.9月

市議会を見学しませんか？

議会はどなたでも傍聴できます。開会日に直
接、７階傍聴席入口までお越しください。

市議会をより詳しく知りたいときは

ご利用ください！
市議会会議録と議会中継

○市役所 ☎50-1217
1階 情報コーナー/6階 議会事務局

○佐原中央図書館 ☎55-1343
○小見川図書館 ☎80-0511

香取市ホームページ https://www.city.katori.lg.jp

製本された会議録は
こちらで閲覧できます

議会だよりは、要約表記で掲載しているため、詳し
くは市議会ホームページや会議録をご覧ください。

議会中継会議録
会議録は、市議会ホームペ
ージ「会議録検索」から閲覧
できます。9月定例会の会
議録までご覧いただけます。

定例会・臨時会のライブ中
継は、市議会ホームページ
で視聴できます。録画映像
は、おおむね１週間後から
視聴可能です。

9月定例会のライブ中継視
聴者数は886人、8月27日
から9月20日までの録画
再生件数は309件でした。

香取市議会ホームページ https://www.city.katori.lg.jp/gikai/

調べる程深く関わる土と人間。タイトルにもある通
り「土の中は銀河」です。作物が育つ為に必要な栄
養は人間の力だけでは得られません。沢山の微生物、
つまり「命」が繋いでくれているのです。微生物の
力を最大限に引き出す土づくりをしていく、これが
松原レンコンファームの農業です。当園のレンコン
をきっかけに、香取市に足を運んでくださる方が1人
でも多くなるように日々成長して行きます。

実績
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